
福島第⼀原⼦⼒発電所
Ｄ排⽔路の運⽤開始（豪⾬時の浸⽔リスク低減のため）
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 近年国内で頻発している⼤規模な降⾬に備え、豪⾬時における敷地内の施設への影響を
把握するため、解析的検討（排⽔路から溢れた⽔の浸⽔影響解析等）を2018年度下期
から実施しました。

 Ｄ排⽔路を新しく付け替えることで、１-４号機建屋周辺では概ね浸⽔範囲は解消され
るとの解析結果を得たことから、Ｄ排⽔路の本設⼯事を2021年2⽉から着⼿し、2022
年度台⾵シーズン前を⽬標に、１-４号機建屋周辺の豪⾬時の浸⽔リスク解消を⽬指す
こととしました。

 2022年4⽉21⽇ 、上流側⽴坑に地下排⽔路を掘進していた推進機が到達し、Ｄ排⽔路
の主要排⽔路が完成しました。

＜2022年4⽉27⽇迄にお知らせ済み＞
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 Ｄ排⽔路（推進トンネル）⼯事は、8⽉末に排⽔路やゲートが完成する予定です。これに
より、敷地⻄側の線量が低いエリアの排⽔を、新しく完成したトンネルを通じて港湾内
へ直接導⽔することで、Ｄ排⽔路（仮設）の溢⽔防⽌を図るとともに、溢⽔に伴う1-４
号機建屋周辺への流下を防ぐことを⽬的に、今年の台⾵シーズンに先⽴ち通⽔を開始し
ます。

 今回運⽤を開始するＤ排⽔路（推進トンネル）の集⽔域である敷地⻄側エリアは、主に
企業棟や駐⾞場などが設置されており、５／６排⽔路の集⽔域と同様に線量が低く、⽡
礫保管もなく、汚染⽔の漏えいリスクがある設備も極めて少ないエリアです。このこと
から、Ｄ排⽔路（推進トンネル）の運⽤にあたっては、５／６排⽔路と同様に⼿分析に
よる監視を⾏いますが、集⽔エリアが広域であるため、１回／⽇の頻度で⾏います。

 また、１-４号機建屋周辺の豪⾬時の浸⽔リスク低減効果をさらに⾼めるため、１／２号
機開閉所周辺の法⾯排⽔関連⼯事を進めています。なお、１／２号機開閉所周辺の線量
は、今回運⽤を開始する敷地⻄側より⾼く⽡礫保管もあることから、遠隔監視設備の設
置などの対策を実施した後にＤ排⽔路に接続するための準備を⾏います。

https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2022/d220427_06-j.pdf


１．D排⽔路（推進トンネル）⼯事の概要について

 D排⽔路(推進トンネル)を延伸整備し、敷地⻄側の排⽔
を港湾内へ直接導⽔することで、2022年台⾵シーズン前
までに、豪⾬による１-４号機建屋周辺の浸⽔リスクの低
減を図ります。

 Ｄ排⽔路（推進トンネル）の総延⻑は約800ｍあり、物
揚場前⾯海域の港湾内に排⽔されます(下図⾚破線)。
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２．D排⽔路（推進トンネル）の効果
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 Ｄ排⽔路は、敷地内の広域をフェーシングしたことに伴い、降⾬時にＢ・Ｃ排⽔路など
に流⼊する⾬⽔量が増加するための対策として設置し、2016年に仮設として運⽤を開始
しました。

 Ｄ排⽔路（仮設）の設計流量は5mm/10minで、物揚場・Ｋ排⽔路へ接続し港湾内へ排
⽔しています。また、Ｄ排⽔路（仮設）の運⽤開始以降、Ｂ・Ｃ排⽔路の溢⽔被害は発
⽣していません。

 設計流量を22.8mm/10minと増強したＤ排⽔路（推進トンネル）を整備することによ
り、豪⾬時のＤ排⽔路の下流区間（仮設）の溢⽔リスクが解消します。また、Ｄ排⽔路
（推進トンネル）は下流区間（仮設）をバイパスして港湾内へ排⽔するため、物揚場・
Ｋ排⽔路の流量も低減します。
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３．Ｄ排⽔路の特徴について
 今回運⽤を開始するＤ排⽔路（推進トンネル）の集⽔域である敷地⻄側エリアは、主に
企業棟や駐⾞場などが設置されており、⽡礫保管もなく汚染⽔の漏えいリスクがある設
備※も極めて少ないエリアです。

 １Ｆ構内の排⽔路のうちＤ排⽔路の集⽔エリアの線量は、５／６排⽔路と同程度で低線
量です。

【サーベイ凡例】

※ エリア内には、Ｋ１、２タンクがあるが、溶接タンクかつ
堰の設置も完了しており、2022.3.16地震におい
ても被害はない。

【凡例】
今回運⽤時の
Ｄ排⽔路集⽔エリア

Ｋ排⽔路集⽔エリア

物揚場排⽔路集⽔
エリア

5/6排⽔路集⽔
エリア

5/6排⽔路とＤ排⽔路の集⽔エリア
の線量は同等程度。

福島第⼀原⼦⼒発電所（サーベイマップ）2022年6⽉時点
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４．Ｄ排⽔路の運⽤開始について
 Ｄ排⽔路（推進トンネル）⼯事は、8⽉末に排⽔路・ゲートの設備が完成する予定です。
これにより、敷地⻄側の線量が低いエリアの排⽔を、新しく完成したトンネルを通じて
港湾内へ直接導⽔することで、Ｄ排⽔路（仮設）の溢⽔防⽌を図るとともに、溢⽔に伴
う１-４号機建屋周辺への流下を防ぐことを⽬的に、今年の台⾵シーズンに先⽴ち通⽔を
開始します。

 今回運⽤を開始するＤ排⽔路（推進トンネル）の集⽔エリアの線量は５／６号排⽔路と
同程度に低いことから、５／６号排⽔路と同様に⼿分析による監視を⾏いますが、集⽔
エリアが広域であるため、１回／⽇の頻度で⾏います。

 １-４号機建屋周辺の豪⾬時の浸⽔リスク低減対策としては、併せて１／２号機開閉所周
辺の法⾯排⽔関連⼯事※を進めています(下図)。なお、 １／２号機開閉所周辺の線量は、
今回運⽤を開始する敷地⻄側より⾼く⽡礫保管もあることから、遠隔監視設備の設置な
どの対策を実施後にＤ排⽔路に接続するための準備を⾏います。

Ｎ

【2022年8⽉末】 【2023年8⽉末】

1/2号機開閉所周辺の法⾯
排⽔関連⼯事エリア

※１-４号機建屋周辺排⽔路（物揚場・Ｋ排⽔路）の集⽔エリアを変更するため、1/2号機開閉所周辺の法⾯排⽔関連⼯事を実
施中。下図の集⽔エリアの排⽔をＤ排⽔路（推進トンネル）へ流下させ１-４号機建屋周辺排⽔路（物揚場・Ｋ排⽔路）への
流⼊量を低減させる計画。

【今後の豪⾬リスク解消に向けた対応】
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【参考】福島第⼀原⼦⼒発電所の各排⽔路について

排⽔路 集⽔エリアの特徴 ⼿分析 遠隔監視

Ａ 多核種除去設備などがあるエリアの⾬⽔
排⽔ １回/⽇ 運⽤中

Ｂ／Ｃ タンクエリアの⾬⽔排⽔ １回/⽇ 運⽤中

Ｋ １－４号機周辺の⾬⽔排⽔ １回/⽇ 運⽤中

物揚場 ⼀部が１－４号機エリアの⾬⽔排⽔ １回/⽇ 運⽤中

Ｄ
（推進トンネル）

広域な敷地⻄側の駐⾞場を含むエリアの
⾬⽔排⽔ １回/⽇ ー

５／６ ５／６号機周辺の⾬⽔排⽔ １回/⽉ ー



【参考】浸⽔リスク低減の信頼性向上対策後の集⽔エリア
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今後の⼯事進捗に応じて、
Ｄ排⽔路に接続するエリア

 周辺の法⾯排⽔関連⼯事が完成した後のＤ排⽔路集⽔エリアを下図に⽰します。



①現況

15cｍ
24cｍ

①現況

Ｄ排⽔路整備を⾏う事で
概ね解消される浸⽔領域

【参考】 D排⽔路による浸⽔解消効果
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降⾬条件︓降⾬量︓417mm/24h
降⾬波形︓2009年

 現在の状況で内⽔浸⽔解析（1000年確率、417㎜/24時間）を実施した結果、１－４号機
建屋周辺において数⼗cm程度の浸⽔箇所が確認されました。特に、１－４号機建屋開⼝
部周辺においては、1号機で15cm、2号機で24cmの浸⽔深さとなりました。

 ⼀⽅、法⾯排⽔関連⼯事（⾬⽔枡反映︓接続枡B,C）も含めた、D排⽔路整備後の状況で
解析した結果では、１－４号機建屋周辺において概ね浸⽔範囲は解消される結果となりま
した。

＜最新の内⽔浸⽔解析結果（D排⽔路・１／２号機開閉所周辺整備後前後）＞

更なる浸⽔抑制を検討

0cｍ
▲100%

0cｍ
▲100％

②整備後（2023.8以降）
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【参考資料】Ｄ排⽔路の施⼯状況（１）

下流側到達⽴坑 全景 ①写真①

Ｎ 写真②

【凡例】
︓本体推進⼯区間
︓⼩⼝推進区間
︓既設排⽔路

 2022年4⽉21⽇に本体推進⼯完了しました。（同1⽉28⽇下流側完了）

上流側到達⽴坑 全景 ②
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⼩⼝径 推進機

写真③

Ｎ

写真④

【凡例】
︓本体推進⼯区間
︓⼩⼝推進区間
︓既設排⽔路

排⽔路推進トンネル完成状況 ③

【参考】Ｄ排⽔路の施⼯状況（２）
 2022年4⽉22⽇に⼩⼝推進区間の１／２本が完了し、現在、２／２本を掘削中です。
（2022年7⽉中に完了予定）

⼩⼝推進到達状況 ④




